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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第67期
第１四半期
連結累計期間

第68期
第１四半期
連結累計期間

第67期

会計期間
自 2017年１月１日
至 2017年３月31日

自 2018年１月１日
至 2018年３月31日

自 2017年１月１日
至 2017年12月31日

売上高 (千円) 3,442,627 3,727,825 14,201,056

経常利益 (千円) 330,605 456,719 1,440,998

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 252,504 301,426 986,994

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 169,896 150,241 1,107,012

純資産額 (千円) 6,083,842 7,913,649 7,872,992

総資産額 (千円) 13,091,153 15,705,848 14,550,849

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

(円) 44.44 48.12 164.59

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

(円) 44.37 47.96 164.21

自己資本比率 (％) 46.4 50.2 53.9
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更等はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間(2018年１月１日～2018年３月31日)におけるわが国経済は、好調な企業業績を背景に雇

用や所得環境の改善が続いており、全体として緩やかな回復基調となっております。

　一方、世界経済においては、米国での景気改善が進むものの、海外経済の不確実性やアジアの一部地域で緊張感が

高まるなど依然として不透明感が続いております。

　このような状況において、当社グループは開発提案型ボトルパッケージングメーカーとして自社で容器の企画、設

計を行い、容器を製造するための金型を自社で保有している、いわゆるスタンダードボトルを軸としてお客様が必要

とする容器を必要な数だけ提供する営業活動、並びにお客様が金型投資を行うカスタムボトルの分野では当社スタン

ダードボトルの開発実績を生かした提案活動を積極的に展開いたしました。

また、製品開発・供給面では2018年３月末のスタンダードボトル用金型を3,325型として当社グループが提供可能な

製品ラインナップを拡充しております。さらに、国内では結城事業所の印刷棟、岡山事業所も生産機械の増強、稼働

率の向上により、生産能力の増強を実現しています。

海外市場では、既存の拠点が所在する中国、米国、タイ、オランダにおいても同様にスタンダードボトルビジネス

を軸とした営業活動を展開しております。また、インドにおいては、グジャラート州にある新工場が完成し生産準備

を進めるとともに、デリー近郊に拠点を設置し営業活動を開始しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は37億27百万円(前年同期比8.3％増）、営業利益は4億46百万円(前

年同期比39.0％増）、経常利益は4億56百万円（前年同期比38.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は3億1百

万円（前年同期比19.4％増）となりました。

　なお、当社グループは、容器事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

また、販売先主要事業内容ごとの販売実績売上高は次のとおりです。

区分
前第１四半期
連結累計期間
売上高(千円）

当第１四半期
連結累計期間
売上高(千円）

増減（比率）

化粧・美容 2,092,694 2,285,191 9.2%

日用・雑貨 152,184 171,334 12.6%

食品・健康食品 314,983 281,622 △10.6%

化学・医薬 160,433 199,632 24.4%

卸、その他 722,331 790,044 9.4%

計 3,442,627 3,727,825 8.3%
 

　(注) １．上記の区分は当社グループの販売品目である容器類について、販売先の主要事業内容により分類したものであ

ります。販売先における容器等の用途と上記区分名称は異なる場合があります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して11億54百万円増加の157億5百万円となり

ました。

流動資産は、前連結会計年度末と比較して8億60百万円増加の76億87百万円となりました。主な変動要因は、現金

及び預金が4億66百万円、受取手形及び売掛金が238百万円増加したことによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末と比較して2億94百万円増加の80億17百万円となりました。主な変動要因は、有形

固定資産の「その他」のうち、建設仮勘定が3億17百万円増加したことによるものであります。

流動負債は、前連結会計年度末と比較して1億39百万円増加の43億17百万円となりました。主な変動要因は、1年

内返済予定の長期借入金が99百万円増加、未払法人税等が1億46百万円減少したことと、「その他」のうち、未払金

が1億89百万円、設備支払手形が70百万円それぞれ増加したことによるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末と比較して9億74百万円増加の34億74百万円となりました。主な変動要因は、長期

借入金が9億67百万円増加したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末と比較して40百万円増加の79億13百万円となりました。主な変動要因は、親会社株

主に帰属する四半期純利益計上による利益剰余金が3億1百万円増加、剰余金の配当が1億12百万円であったこと及び

為替換算調整勘定が1億51百万円減少したことによるものであります。

 
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題について

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は13百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,498,800

計 20,498,800
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2018年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2018年５月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,264,200 6,264,200
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数　100株

計 6,264,200 6,264,200 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2018年１月１日～
2018年３月31日

― 6,264,200 ― 803,144 ― 850,202
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2018年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　6,263,200 62,632 ―

単元未満株式 普通株式     1,000 ― ―

発行済株式総数 6,264,200 ― ―

総株主の議決権 ― 62,632 ―
 

(注) 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2017年12月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

② 【自己株式等】

  2018年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

竹本容器株式会社 ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年１月１日から平成

30年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年１月１日から平成30年３月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2017年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,342,903 2,809,016

  受取手形及び売掛金 2,983,197 3,221,500

  商品及び製品 999,773 1,033,537

  仕掛品 46,070 49,633

  原材料及び貯蔵品 239,604 249,120

  その他 216,285 325,631

  貸倒引当金 △483 △533

  流動資産合計 6,827,352 7,687,905

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,188,030 ※1  3,007,132

   機械装置及び運搬具（純額） 1,667,525 ※1  1,754,733

   その他（純額） ※1  2,165,858 ※1  2,456,779

   有形固定資産合計 7,021,414 7,218,645

  無形固定資産 439,095 452,195

  投資その他の資産   

   その他 263,918 348,034

   貸倒引当金 △932 △932

   投資その他の資産合計 262,986 347,101

  固定資産合計 7,723,496 8,017,943

 資産合計 14,550,849 15,705,848
 

 

EDINET提出書類

竹本容器株式会社(E31037)

四半期報告書

 8/16



 

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2017年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,199,000 2,183,929

  1年内返済予定の長期借入金 459,728 558,819

  未払法人税等 366,163 219,326

  その他 1,153,191 1,355,714

  流動負債合計 4,178,083 4,317,789

 固定負債   

  長期借入金 2,222,674 3,190,300

  退職給付に係る負債 267,471 274,472

  資産除去債務 9,627 9,637

  固定負債合計 2,499,773 3,474,410

 負債合計 6,677,856 7,792,199

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 803,144 803,144

  資本剰余金 1,029,945 1,029,945

  利益剰余金 5,531,282 5,719,954

  自己株式 △155 △377

  株主資本合計 7,364,217 7,552,667

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,877 2,373

  為替換算調整勘定 496,489 345,318

  退職給付に係る調整累計額 △14,555 △14,066

  その他の包括利益累計額合計 484,811 333,626

 新株予約権 23,964 27,355

 純資産合計 7,872,992 7,913,649

負債純資産合計 14,550,849 15,705,848
 

EDINET提出書類

竹本容器株式会社(E31037)

四半期報告書

 9/16



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年１月１日
　至 2017年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
　至 2018年３月31日)

売上高 3,442,627 3,727,825

売上原価 2,411,901 2,572,010

売上総利益 1,030,725 1,155,815

販売費及び一般管理費 709,734 709,687

営業利益 320,991 446,128

営業外収益   

 受取利息 1,546 7,572

 為替差益 340 －

 助成金収入 5,310 38,309

 その他 6,855 7,967

 営業外収益合計 14,051 53,849

営業外費用   

 支払利息 4,275 3,326

 為替差損 － 36,394

 その他 161 3,537

 営業外費用合計 4,437 43,258

経常利益 330,605 456,719

特別損失   

 固定資産売却損 163 －

 固定資産除却損 929 1,413

 特別損失合計 1,092 1,413

税金等調整前四半期純利益 329,513 455,305

法人税、住民税及び事業税 97,221 187,073

法人税等調整額 △20,212 △33,194

法人税等合計 77,008 153,879

四半期純利益 252,504 301,426

親会社株主に帰属する四半期純利益 252,504 301,426
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2017年１月１日
　至 2017年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
　至 2018年３月31日)

四半期純利益 252,504 301,426

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △45 △503

 為替換算調整勘定 △83,108 △151,170

 退職給付に係る調整額 547 489

 その他の包括利益合計 △82,607 △151,184

四半期包括利益 169,896 150,241

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 169,896 150,241
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　当第１四半期連結会計期間に実施した直接減額方式による圧縮記帳額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2017年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年3月31日)

直接減額方式による圧縮記帳額 93,494千円 195,482千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2017年１月１日
至 2017年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
至 2018年３月31日)

減価償却費 239,207千円 246,307千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2017年１月１日　至 2017年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年３月28日
定時株主総会

普通株式 90,914 16.00 2016年12月31日 2017年３月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2018年１月１日　至 2018年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年３月27日
定時株主総会

普通株式 112,754 18.00 2017年12月31日 2018年３月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、容器事業の単一セグメントで構成されているため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2017年１月１日
至 2017年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年１月１日
至 2018年３月31日)

（１）１株当たり四半期純利益金額
 

44円44銭 48円12銭

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 252,504 301,426

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

252,504 301,426

 普通株式の期中平均株式数(株) 5,682,160 6,264,095

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 44円37銭 47円96銭

　　（算定上の基礎）   

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

　普通株式増加数（株） 8,995 20,444

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

 
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2018年５月11日

竹本容器株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　廿　　楽　　真　　明　　㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　佐 々 木　　　 斉 　　　㊞

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている竹本容器株式会

社の2018年１月１日から2018年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2018年１月１日から2018年３月

31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2018年１月１日から2018年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、竹本容器株式会社及び連結子会社の2018年３月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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